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社 会 保 険 労 務 士

事 務 所

Ａ Ｉ 活 用 に よ る 顧 客 対 応 サ ー ビ ス の 向 上 と 働 き 方 改 革 へ の 挑 戦

■ 札 幌 市 中 央 区 南 1 0 条 西 1 4 丁 目 1- 2 5 　 Ｇ Ｍ Ｓ ビ ル

■ 代 表 者 ： 代 表 社 員 　 岡 本 洋 人

■ 開 業 登 録 ： 平 成 1 2 年 7 月

■ 従 業 員 数 ： 1 2 名

■ 事 業 内 容 ： 労 働 基 準 法 ・ 労 働 安 全 衛 生 法 ・ 雇 用 保 険 ・ 労 働

　 　 　 　 　 　 者 災 害 補 償 法 関 連 等 の 手 続 き 、 月 次 給 与 計 算 ・

　 　 　 　 　 　 年 末 調 整 等 の 支 援 ほ か

■ Ｕ Ｒ Ｌ ： htt p: / / s h ujii. c o.j p /

主 治 医 の よ う な 社 会 保 険 労 務 士 法 人

事 例

顧 客 の C h a t w o r k で の 問 い 合 わ せ に
Ａ Ｉ 秘 書 が 回 答
Ｒ Ｐ Ａ ※ に よ り 業 務 の 一 部 自 動 化 も 実
現 し 、 作 業 効 率 を 向 上 ！ ！

・ 顧 客 へ の 対 応 に 時 間 が か か る
・ 社 会 保 険 申 請 代 行 業 務 を 、 人

手 で 行 う た め 労 働 時 間 が 長 い

ビ ジ ネ ス 上 の 「 課 題 」

・ 労 働 集 約 型 業 務 か ら 、 知 的 情
報 化 サ ー ビ ス へ の 進 化

・ コ ン サ ル テ ィ ン グ モ デ ル へ の
脱 皮

１ ０ ０ 年 企 業 を 目 指 し て 、 働 き 方 改 革 に 挑 戦 ！ ！ 

ビ ジ ネ ス 上 の 「 狙 い 」

同 法 人 は 、 経 営 理 念 ・ ビ ジ ョ ン を 1 0 0 年 計 画 （ 「 1 0 0 年 ド ア ー

ズ 」 と い う ） に ま と め 、 1 0 年 後 、 3 0 年 後 、 1 0 0 年 後 の 目 標 と

し て 「 労 働 生 産 性 の 向 上 」 「 従 業 員 の 労 働 時 間 の 削 減 と 給 与

ア ッ プ の 実 現 」 を 掲 げ て い る 。 そ の 実 現 に 向 け た 働 き 方 改 革

の 一 環 と し て 、 事 務 所 内 の 業 務 を 労 働 集 約 型 か ら 知 的 情 報 化

サ ー ビ ス へ と 進 化 さ せ る こ と が 課 題 と 考 え た 。

社 労 士 事 務 所 の 業 務 は 、 労 務 相 談 や 労 働 保 険 の 手 続 き 代 行 、

給 与 計 算 の 支 援 が 主 体 で あ り 、 同 法 人 の 業 務 も そ う し た ル ー

チ ン 作 業 が 多 く 、 職 員 の 残 業 も 常 態 化 し て い た 。 Ｉ Ｔ を 活 用

し 職 員 の 労 働 生 産 性 の 向 上 、 労 働 時 間 削 減 、 給 与 ア ッ プ を 図

り 、 社 労 士 事 務 所 に お け る 働 き 方 を 変 え る こ と が 大 き な 経 営

課 題 と な っ て い た 。

そ う し た 中 、 同 法 人 は 、 労 務 や 社 会 保 険 手 続 き に 関 す る 顧

客 へ の 相 談 対 応 へ の Ａ Ｉ 活 用 、 給 与 計 算 や 所 得 税 納 付 な ど

ル ー チ ン 業 務 へ の Ｒ Ｐ Ａ 活 用 の ２ つ を 柱 に 事 務 所 の 働 き 方 改

革 に 挑 戦 す る こ と を 決 断 し た 。

主 治 医 の よ う な 社 会 保 険 労 務 士 法 人 は 、 平 成  1 8  年 の 独 立

開 業 以 来 「 主 治 医 の よ う な 社 労 士 で あ ろ う 」 を 理 念 に 掲 げ 、

さ ま ざ ま な 企 業 の 悩 み や 課 題 に 対 応 し て い る 。 ま た 、 「 顧 客

は 個 客 で あ る 。 一 社 一 社 の 違 い を 尊 重 せ よ 」 「 『 と こ と ん 個 客

視 点 』 で 、 そ の 一 社 の 最 善 最 適 を 探 せ 」 「 北 海 道 を 元 気 に す る 。

大 企 業 水 準 の ソ リ ュ ー シ ョ ン （ 課 題 解 決 力 ） で 」 を ス ロ ー ガ

ン に 、 北 海 道 を は じ め 全 国 各 地 の 企 業 、 医 療 機 関 ・ 社 会 福 祉

法 人 ・ 学 校 法 人 等 に 向 け て 労 務 サ ー ビ ス を 提 供 し て い る 。

自 動 化 で き る 分 野 は 全 て 自 動 化 す る ！ ！

岡 本 代 表 は 「 1 0 0 年 ド ア ー ズ 」 の 中 で 、 「 自 動 化 で き る 分 野 は

全 て 自 動 化 し 、 人 間 は 感 性 や 共 感 が 求 め ら れ る こ と に 注 力 」 し 、

労 働 集 約 型 か ら 知 的 情 報 化 サ ー ビ ス に 業 務 を 変 革 す る と い う

目 標 を 掲 げ 、 ビ ジ ネ ス モ デ ル の 変 革 に 取 り 組 ん だ 。 そ の 一 環

と し て ま ず 、 首 都 圏 の Ｉ Ｔ 企 業 ・ 社 労 士 法 人 と と も に Ｉ Ｂ Ｍ

の Ａ Ｉ 「 ワ ト ソ ン 」 を 利 用 し て 労 務 相 談 向 け Ａ Ｉ を 共 同 開 発 、

平 成 3 0 年 1 月 に ベ ー タ 版 と し て C h at w or k （ ビ ジ ネ ス 版 チ ャ ッ

ト ツ ー ル ） に よ る 顧 客 へ の 労 務 相 談 サ ー ビ ス を 導 入 し た 。

「 Ａ Ｉ 秘 書 ド ア ー ズ 」 と 名 付 け た こ の サ ー ビ ス に よ り 、 イ ン

タ ー ネ ッ ト を 介 し て 2 4 時 間 体 制 で 相 談 を 受 け る こ と が 可 能 に

な り 、 過 去 に 受 け た 質 問 に は Ａ Ｉ が 一 次 対 応 で き る 体 制 を 整

え た 。 一 方 、 最 も 人 手 の か か る 定 型 業 務 で あ る 行 政 機 関 へ の

労 働 生 産 性 を 高 め 、 従 業 員 の
労 働 時 間 の 削 減 と 、 給 与 ア ッ
プ を 実 現 さ せ る ！ ！

社 労 士 業 務 の 自 動 化 を 図 り 、
労 働 生 産 性 を 高 め る ！ ！

※ Ｒ Ｐ Ａ ： ロ ボ テ ィ ッ ク ・ プ ロ セ ス ・ オ ー ト メ ー シ ョ ン （ 人 手 で 行 わ れ て い

る 定 型 型 業 務 の プ ロ セ ス を 代 替 し 、 自 動 化 を 実 現 す る ソ リ ュ ー シ ョ ン ）

社 会 保 険 手 続 き 書 類 の 保 管 や 整 理 ・ 顧 客 へ の 報 告 の 一 部 に 、

Ｒ Ｐ Ａ を 導 入 し た 。 デ ー タ の 転 記 な ど を 繰 り 返 す コ ン ピ ュ ー

タ の 操 作 を シ ナ リ オ 化 し て 自 動 化 す る こ と で 、 人 間 の 操 作

・ 年 間 労 働 時 間 の 削 減
・ Ａ Ｉ 秘 書 に よ る 労 務 相 談 の 実 現
・ テ レ ワ ー ク の 実 現

ビ ジ ネ ス 上 の 「 効 果 」

岡 本 代 表

一 部 業 務 の 自 動 化 を 実 現 、 開 発 マ ッ プ ３ ５ 項 目 の 完 全 自 動 化 へ ！ ！

同 法 人 は 以 前 に も 、 ク ラ ウ ド サ ー ビ ス の 導 入 な ど に よ り 、 平

成 2 9 年 ま で の 3 年 間 で 職 員 の 年 間 平 均 労 働 時 間 を 2, 4 9 0 時 間 か ら

2, 1 0 0 時 間 に 大 幅 に 削 減 さ せ た 実 績 を 持 つ （ 詳 し く は 平 成 3 0 年

発 行 ・ 事 例 集 V ol. 1 事 例 3 参 照 ） が 、 今 回 の Ａ Ｉ と Ｒ Ｐ Ａ 活 用 の

取 り 組 み に よ り 、 さ ら な る 業 務 量 削 減 に 向 け た 基 盤 を 構 築 し た 。

現 在 、 Ａ Ｉ 秘 書 ド ア ー ズ に は 5 0 0 件 超 （ 平 成 3 0 年 1 1 月 時 点 ） の

相 談 例 が 学 習 デ ー タ と し て 入 っ て お り 、 過 去 に 受 け た 質 問 に は

Ａ Ｉ が す ぐ に 答 え ら れ る が 、 慣 れ な い 相 談 に は 人 間 が 対 応 し て

い る 。 今 後 新 た な 学 習 デ ー タ を 継 続 的 に 取 り 込 む こ と で 、 よ り

幅 広 い 相 談 に 対 応 で き る よ う 進 化 さ せ 、 職 員 の 相 談 に あ て る 時

間 （ 現 在 、 事 務 所 全 体 で １ 人 あ た り １ 日 平 均 2 時 間 ） を 削 減 す る

計 画 で あ る 。

一 方 、 Ｒ Ｐ Ａ で は 、 ま ず 事 務 所 職 員 の 給 与 計 算 や 顧 客 の 社 会 保

険 申 請 代 行 業 務 の 一 部 を 自 動 化 、 こ れ に よ り 月 に 事 務 所 全 体 で

約 2 0 時 間 の 作 業 時 間 を 削 減 し た と こ ろ だ が 、 Ｒ Ｐ Ａ の 対 象 に 掲

げ た 3 5 項 目 の 業 務 全 て の 自 動 化 が 実 現 で き れ ば 、 年 間 6, 5 0 0 時

間 の 削 減 が 可 能 と な る 見 込 み で あ る 。

さ ら に 、 職 員 の 通 勤 や 移 動 時 間 を 軽 減 す る た め 、 自 宅 や 外 出

先 で も 仕 事 が で き る テ レ ワ ー ク を 一 部 社 員 に 導 入 、 今 後 も 徐 々

に 対 象 職 員 を 増 や し 、 一 層 時 間 の 有 効 活 用 を 推 進 し て い く 予 定

で あ る 。 こ れ ら の 効 果 に よ り 「 2 0 2 6 年 に は 年 間 平 均 労 働 時 間

1, 2 0 0 時 間 の 達 成 」 を 目 指 し て い る 。

I Ｔ コ ー デ ィ ネ ー タ か ら 一 言

同 法 人 は 、 こ れ ま で も 事 務 作 業 の 削 減 に 取 り 組 ん で き ま し た が 、 さ ら な る 業 務 効 率 改 善 の た め 、 Ａ Ｉ を 使 っ た 顧 客 サ ー ビ ス の

向 上 や 、 Ｒ Ｐ Ａ を 活 用 し た 各 種 業 務 の 自 動 化 に 挑 戦 し て い ま す 。 特 徴 的 な の は 、 自 社 単 独 で は な く 、 Ｉ Ｔ 企 業 や 他 の 社 労 士 法 人

と 共 同 で Ｉ Ｔ 利 活 用 に 取 り 組 ん で い る こ と で す 。

中 小 企 業 が 先 進 的 な Ｉ Ｔ ツ ー ル を 活 用 す る 場 合 は 、 外 部 の 専 門 知 識 や 技 術 の 活 用 が 効 果 的 だ と い う 好 事 例 で す 。

当 法 人 は 、 「 主 治 医 の よ う な 社 労 士 で あ ろ う 」 を 理 念 に 掲 げ 、 開 業 以 来 、 さ

ま ざ ま な 企 業 の 悩 み や 課 題 に 対 応 し て き ま し た 。 今 後 も 、 労 務 相 談 や 労 働 保

険 の 手 続 き 代 行 、 給 与 計 算 の 支 援 に と ど ま ら ず 、 人 事 総 務 業 務 の 自 動 化 な ど 顧 客 企 業 の 悩 み 事 に 対 応

し 、 あ ら ゆ る 角 度 か ら 企 業 の 成 長 を 支 援 で き る よ う に 努 め て い き ま す 。

ま た 、 平 成 3 0 年 1 月 に 、 Ｉ Ｂ Ｍ の Ａ Ｉ 「 ワ ト ソ ン 」 を 活 用 し た 労 務 相 談 サ ー ビ ス を 開 始 し 、 顧 問 契 約

先 の う ち C h at w o r k を 導 入 し て い る 数 十 社 の 協 力 を 得 て 、 「 Ａ Ｉ 秘 書 ド ア ー ズ 」 の 機 械 学 習 を 進 め て き

ま し た 。 労 務 相 談 の 中 に は 、 「 有 期 雇 用 契 約 者 の 無 期 転 換 ル ー ル を 教 え て ほ し い 」 な ど 、 頻 繁 に 尋 ね ら

れ る 質 問 が あ り ま す 。 こ の よ う な 質 問 に は 、 人 手 を 介 さ ず 回 答 が 可 能 で す 。 こ の 相 談 サ ー ビ ス は 2 4 時

間 い つ で も 相 談 を 受 け ら れ る 環 境 を 提 供 す る と 同 時 に 、 私 ど も の 社 員 教 育 に も 役 立 っ て い ま す 。

導 入 企 業 の 声

社 労 士 業 務 の 一 部 の 自 動 化
を 実 現 、 さ ら な る 業 務 の 自
動 化 に 挑 戦 中 ！ ！

＜ Ｒ Ｐ Ａ に よ る 社 会 保 険 手 続 き 書 類 の 作 成 の 流 れ ＞

厚 生 労 働 省 の サ イ ト か ら申 請 書 を ダ ウ ン ロ ー ド チ ャ ッ ト ワ ー ク で 担 当 者へ 通 知

フ ァ イ ル を 解 凍
デ ー タ 編 集 デ ー タ 格 納

＜ Ａ Ｉ 秘 書 ド ア ー ズ ＞

社 会 保 険 労 務 士

企 業 の 経 営 者 、

人 事 担 当 者

質 問

回 答

Ｑ ． 新 し い 社 員

を 採 用 し ま し

た 。 何 を す れ ば

良 い で す か ？

Ａ ． 人 を 雇 う と

き は 、 労 働 契 約

の 締 結 や …

Ａ Ｉ 秘 書 ド ア ー ズ
答 え ら れ な い

質 問 に は

岡 本 代 表 は 「 1 0 0 年 ド ア ー ズ 」 の 中 で 、 「 自 動 化 で き る 分 野 は

全 て 自 動 化 し 、 人 間 は 感 性 や 共 感 が 求 め ら れ る こ と に 注 力 」 し 、

労 働 集 約 型 か ら 知 的 情 報 化 サ ー ビ ス に 業 務 を 変 革 す る と い う

目 標 を 掲 げ 、 ビ ジ ネ ス モ デ ル の 変 革 に 取 り 組 ん だ 。 そ の 一 環

と し て ま ず 、 首 都 圏 の Ｉ Ｔ 企 業 ・ 社 労 士 法 人 と と も に Ｉ Ｂ Ｍ

の Ａ Ｉ 「 ワ ト ソ ン 」 を 利 用 し て 労 務 相 談 向 け Ａ Ｉ を 共 同 開 発 、

平 成 3 0 年 1 月 に ベ ー タ 版 と し て C h at w or k （ ビ ジ ネ ス 版 チ ャ ッ

ト ツ ー ル ） に よ る 顧 客 へ の 労 務 相 談 サ ー ビ ス を 導 入 し た 。

「 Ａ Ｉ 秘 書 ド ア ー ズ 」 と 名 付 け た こ の サ ー ビ ス に よ り 、 イ ン

タ ー ネ ッ ト を 介 し て 2 4 時 間 体 制 で 相 談 を 受 け る こ と が 可 能 に

な り 、 過 去 に 受 け た 質 問 に は Ａ Ｉ が 一 次 対 応 で き る 体 制 を 整

え た 。 一 方 、 最 も 人 手 の か か る 定 型 業 務 で あ る 行 政 機 関 へ の

社 会 保 険 手 続 き 書 類 の 保 管 や 整 理 ・ 顧 客 へ の 報 告 の 一 部 に 、

Ｒ Ｐ Ａ を 導 入 し た 。 デ ー タ の 転 記 な ど を 繰 り 返 す コ ン ピ ュ ー

タ の 操 作 を シ ナ リ オ 化 し て 自 動 化 す る こ と で 、 人 間 の 操 作

な し に 自 動 的 に 書 類 の 保 管 や 整 理 ・ 顧 客 へ の 報 告 を 行 う 仕 組

み を 構 築 し た 。
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　 　 　 　 　 　 者 災 害 補 償 法 関 連 等 の 手 続 き 、 月 次 給 与 計 算 ・

　 　 　 　 　 　 年 末 調 整 等 の 支 援 ほ か

■ Ｕ Ｒ Ｌ ： htt p: / / s h ujii. c o.j p /

主 治 医 の よ う な 社 会 保 険 労 務 士 法 人

事 例

顧 客 の C h a t w o r k で の 問 い 合 わ せ に
Ａ Ｉ 秘 書 が 回 答
Ｒ Ｐ Ａ ※ に よ り 業 務 の 一 部 自 動 化 も 実
現 し 、 作 業 効 率 を 向 上 ！ ！

・ 顧 客 へ の 対 応 に 時 間 が か か る
・ 社 会 保 険 申 請 代 行 業 務 を 、 人

手 で 行 う た め 労 働 時 間 が 長 い

ビ ジ ネ ス 上 の 「 課 題 」

・ 労 働 集 約 型 業 務 か ら 、 知 的 情
報 化 サ ー ビ ス へ の 進 化

・ コ ン サ ル テ ィ ン グ モ デ ル へ の
脱 皮

１ ０ ０ 年 企 業 を 目 指 し て 、 働 き 方 改 革 に 挑 戦 ！ ！ 

ビ ジ ネ ス 上 の 「 狙 い 」

同 法 人 は 、 経 営 理 念 ・ ビ ジ ョ ン を 1 0 0 年 計 画 （ 「 1 0 0 年 ド ア ー

ズ 」 と い う ） に ま と め 、 1 0 年 後 、 3 0 年 後 、 1 0 0 年 後 の 目 標 と

し て 「 労 働 生 産 性 の 向 上 」 「 従 業 員 の 労 働 時 間 の 削 減 と 給 与

ア ッ プ の 実 現 」 を 掲 げ て い る 。 そ の 実 現 に 向 け た 働 き 方 改 革

の 一 環 と し て 、 事 務 所 内 の 業 務 を 労 働 集 約 型 か ら 知 的 情 報 化

サ ー ビ ス へ と 進 化 さ せ る こ と が 課 題 と 考 え た 。

社 労 士 事 務 所 の 業 務 は 、 労 務 相 談 や 労 働 保 険 の 手 続 き 代 行 、

給 与 計 算 の 支 援 が 主 体 で あ り 、 同 法 人 の 業 務 も そ う し た ル ー

チ ン 作 業 が 多 く 、 職 員 の 残 業 も 常 態 化 し て い た 。 Ｉ Ｔ を 活 用

し 職 員 の 労 働 生 産 性 の 向 上 、 労 働 時 間 削 減 、 給 与 ア ッ プ を 図

り 、 社 労 士 事 務 所 に お け る 働 き 方 を 変 え る こ と が 大 き な 経 営

課 題 と な っ て い た 。

そ う し た 中 、 同 法 人 は 、 労 務 や 社 会 保 険 手 続 き に 関 す る 顧

客 へ の 相 談 対 応 へ の Ａ Ｉ 活 用 、 給 与 計 算 や 所 得 税 納 付 な ど

ル ー チ ン 業 務 へ の Ｒ Ｐ Ａ 活 用 の ２ つ を 柱 に 事 務 所 の 働 き 方 改

革 に 挑 戦 す る こ と を 決 断 し た 。

主 治 医 の よ う な 社 会 保 険 労 務 士 法 人 は 、 平 成  1 8  年 の 独 立

開 業 以 来 「 主 治 医 の よ う な 社 労 士 で あ ろ う 」 を 理 念 に 掲 げ 、

さ ま ざ ま な 企 業 の 悩 み や 課 題 に 対 応 し て い る 。 ま た 、 「 顧 客

は 個 客 で あ る 。 一 社 一 社 の 違 い を 尊 重 せ よ 」 「 『 と こ と ん 個 客

視 点 』 で 、 そ の 一 社 の 最 善 最 適 を 探 せ 」 「 北 海 道 を 元 気 に す る 。

大 企 業 水 準 の ソ リ ュ ー シ ョ ン （ 課 題 解 決 力 ） で 」 を ス ロ ー ガ

ン に 、 北 海 道 を は じ め 全 国 各 地 の 企 業 、 医 療 機 関 ・ 社 会 福 祉

法 人 ・ 学 校 法 人 等 に 向 け て 労 務 サ ー ビ ス を 提 供 し て い る 。

自 動 化 で き る 分 野 は 全 て 自 動 化 す る ！ ！

岡 本 代 表 は 「 1 0 0 年 ド ア ー ズ 」 の 中 で 、 「 自 動 化 で き る 分 野 は

全 て 自 動 化 し 、 人 間 は 感 性 や 共 感 が 求 め ら れ る こ と に 注 力 」 し 、

労 働 集 約 型 か ら 知 的 情 報 化 サ ー ビ ス に 業 務 を 変 革 す る と い う

目 標 を 掲 げ 、 ビ ジ ネ ス モ デ ル の 変 革 に 取 り 組 ん だ 。 そ の 一 環

と し て ま ず 、 首 都 圏 の Ｉ Ｔ 企 業 ・ 社 労 士 法 人 と と も に Ｉ Ｂ Ｍ

の Ａ Ｉ 「 ワ ト ソ ン 」 を 利 用 し て 労 務 相 談 向 け Ａ Ｉ を 共 同 開 発 、

平 成 3 0 年 1 月 に ベ ー タ 版 と し て C h at w or k （ ビ ジ ネ ス 版 チ ャ ッ

ト ツ ー ル ） に よ る 顧 客 へ の 労 務 相 談 サ ー ビ ス を 導 入 し た 。

「 Ａ Ｉ 秘 書 ド ア ー ズ 」 と 名 付 け た こ の サ ー ビ ス に よ り 、 イ ン

タ ー ネ ッ ト を 介 し て 2 4 時 間 体 制 で 相 談 を 受 け る こ と が 可 能 に

な り 、 過 去 に 受 け た 質 問 に は Ａ Ｉ が 一 次 対 応 で き る 体 制 を 整

え た 。 一 方 、 最 も 人 手 の か か る 定 型 業 務 で あ る 行 政 機 関 へ の

労 働 生 産 性 を 高 め 、 従 業 員 の
労 働 時 間 の 削 減 と 、 給 与 ア ッ
プ を 実 現 さ せ る ！ ！

社 労 士 業 務 の 自 動 化 を 図 り 、
労 働 生 産 性 を 高 め る ！ ！

※ Ｒ Ｐ Ａ ： ロ ボ テ ィ ッ ク ・ プ ロ セ ス ・ オ ー ト メ ー シ ョ ン （ 人 手 で 行 わ れ て い

る 定 型 型 業 務 の プ ロ セ ス を 代 替 し 、 自 動 化 を 実 現 す る ソ リ ュ ー シ ョ ン ）

社 会 保 険 手 続 き 書 類 の 保 管 や 整 理 ・ 顧 客 へ の 報 告 の 一 部 に 、

Ｒ Ｐ Ａ を 導 入 し た 。 デ ー タ の 転 記 な ど を 繰 り 返 す コ ン ピ ュ ー

タ の 操 作 を シ ナ リ オ 化 し て 自 動 化 す る こ と で 、 人 間 の 操 作

・ 年 間 労 働 時 間 の 削 減
・ Ａ Ｉ 秘 書 に よ る 労 務 相 談 の 実 現
・ テ レ ワ ー ク の 実 現

ビ ジ ネ ス 上 の 「 効 果 」

岡 本 代 表

一 部 業 務 の 自 動 化 を 実 現 、 開 発 マ ッ プ ３ ５ 項 目 の 完 全 自 動 化 へ ！ ！

同 法 人 は 以 前 に も 、 ク ラ ウ ド サ ー ビ ス の 導 入 な ど に よ り 、 平

成 2 9 年 ま で の 3 年 間 で 職 員 の 年 間 平 均 労 働 時 間 を 2, 4 9 0 時 間 か ら

2, 1 0 0 時 間 に 大 幅 に 削 減 さ せ た 実 績 を 持 つ （ 詳 し く は 平 成 3 0 年

発 行 ・ 事 例 集 V ol. 1 事 例 3 参 照 ） が 、 今 回 の Ａ Ｉ と Ｒ Ｐ Ａ 活 用 の

取 り 組 み に よ り 、 さ ら な る 業 務 量 削 減 に 向 け た 基 盤 を 構 築 し た 。

現 在 、 Ａ Ｉ 秘 書 ド ア ー ズ に は 5 0 0 件 超 （ 平 成 3 0 年 1 1 月 時 点 ） の

相 談 例 が 学 習 デ ー タ と し て 入 っ て お り 、 過 去 に 受 け た 質 問 に は

Ａ Ｉ が す ぐ に 答 え ら れ る が 、 慣 れ な い 相 談 に は 人 間 が 対 応 し て

い る 。 今 後 新 た な 学 習 デ ー タ を 継 続 的 に 取 り 込 む こ と で 、 よ り

幅 広 い 相 談 に 対 応 で き る よ う 進 化 さ せ 、 職 員 の 相 談 に あ て る 時

間 （ 現 在 、 事 務 所 全 体 で １ 人 あ た り １ 日 平 均 2 時 間 ） を 削 減 す る

計 画 で あ る 。

一 方 、 Ｒ Ｐ Ａ で は 、 ま ず 事 務 所 職 員 の 給 与 計 算 や 顧 客 の 社 会 保

険 申 請 代 行 業 務 の 一 部 を 自 動 化 、 こ れ に よ り 月 に 事 務 所 全 体 で

約 2 0 時 間 の 作 業 時 間 を 削 減 し た と こ ろ だ が 、 Ｒ Ｐ Ａ の 対 象 に 掲

げ た 3 5 項 目 の 業 務 全 て の 自 動 化 が 実 現 で き れ ば 、 年 間 6, 5 0 0 時

間 の 削 減 が 可 能 と な る 見 込 み で あ る 。

さ ら に 、 職 員 の 通 勤 や 移 動 時 間 を 軽 減 す る た め 、 自 宅 や 外 出

先 で も 仕 事 が で き る テ レ ワ ー ク を 一 部 社 員 に 導 入 、 今 後 も 徐 々

に 対 象 職 員 を 増 や し 、 一 層 時 間 の 有 効 活 用 を 推 進 し て い く 予 定

で あ る 。 こ れ ら の 効 果 に よ り 「 2 0 2 6 年 に は 年 間 平 均 労 働 時 間

1, 2 0 0 時 間 の 達 成 」 を 目 指 し て い る 。

I Ｔ コ ー デ ィ ネ ー タ か ら 一 言

同 法 人 は 、 こ れ ま で も 事 務 作 業 の 削 減 に 取 り 組 ん で き ま し た が 、 さ ら な る 業 務 効 率 改 善 の た め 、 Ａ Ｉ を 使 っ た 顧 客 サ ー ビ ス の

向 上 や 、 Ｒ Ｐ Ａ を 活 用 し た 各 種 業 務 の 自 動 化 に 挑 戦 し て い ま す 。 特 徴 的 な の は 、 自 社 単 独 で は な く 、 Ｉ Ｔ 企 業 や 他 の 社 労 士 法 人

と 共 同 で Ｉ Ｔ 利 活 用 に 取 り 組 ん で い る こ と で す 。

中 小 企 業 が 先 進 的 な Ｉ Ｔ ツ ー ル を 活 用 す る 場 合 は 、 外 部 の 専 門 知 識 や 技 術 の 活 用 が 効 果 的 だ と い う 好 事 例 で す 。

当 法 人 は 、 「 主 治 医 の よ う な 社 労 士 で あ ろ う 」 を 理 念 に 掲 げ 、 開 業 以 来 、 さ

ま ざ ま な 企 業 の 悩 み や 課 題 に 対 応 し て き ま し た 。 今 後 も 、 労 務 相 談 や 労 働 保

険 の 手 続 き 代 行 、 給 与 計 算 の 支 援 に と ど ま ら ず 、 人 事 総 務 業 務 の 自 動 化 な ど 顧 客 企 業 の 悩 み 事 に 対 応

し 、 あ ら ゆ る 角 度 か ら 企 業 の 成 長 を 支 援 で き る よ う に 努 め て い き ま す 。

ま た 、 平 成 3 0 年 1 月 に 、 Ｉ Ｂ Ｍ の Ａ Ｉ 「 ワ ト ソ ン 」 を 活 用 し た 労 務 相 談 サ ー ビ ス を 開 始 し 、 顧 問 契 約

先 の う ち C h at w o r k を 導 入 し て い る 数 十 社 の 協 力 を 得 て 、 「 Ａ Ｉ 秘 書 ド ア ー ズ 」 の 機 械 学 習 を 進 め て き

ま し た 。 労 務 相 談 の 中 に は 、 「 有 期 雇 用 契 約 者 の 無 期 転 換 ル ー ル を 教 え て ほ し い 」 な ど 、 頻 繁 に 尋 ね ら

れ る 質 問 が あ り ま す 。 こ の よ う な 質 問 に は 、 人 手 を 介 さ ず 回 答 が 可 能 で す 。 こ の 相 談 サ ー ビ ス は 2 4 時

間 い つ で も 相 談 を 受 け ら れ る 環 境 を 提 供 す る と 同 時 に 、 私 ど も の 社 員 教 育 に も 役 立 っ て い ま す 。

導 入 企 業 の 声

社 労 士 業 務 の 一 部 の 自 動 化
を 実 現 、 さ ら な る 業 務 の 自
動 化 に 挑 戦 中 ！ ！

＜ Ｒ Ｐ Ａ に よ る 社 会 保 険 手 続 き 書 類 の 作 成 の 流 れ ＞

厚 生 労 働 省 の サ イ ト か ら申 請 書 を ダ ウ ン ロ ー ド チ ャ ッ ト ワ ー ク で 担 当 者へ 通 知

フ ァ イ ル を 解 凍
デ ー タ 編 集 デ ー タ 格 納

＜ Ａ Ｉ 秘 書 ド ア ー ズ ＞

社 会 保 険 労 務 士

企 業 の 経 営 者 、

人 事 担 当 者

質 問

回 答

Ｑ ． 新 し い 社 員

を 採 用 し ま し

た 。 何 を す れ ば

良 い で す か ？

Ａ ． 人 を 雇 う と

き は 、 労 働 契 約

の 締 結 や …

Ａ Ｉ 秘 書 ド ア ー ズ
答 え ら れ な い

質 問 に は

岡 本 代 表 は 「 1 0 0 年 ド ア ー ズ 」 の 中 で 、 「 自 動 化 で き る 分 野 は

全 て 自 動 化 し 、 人 間 は 感 性 や 共 感 が 求 め ら れ る こ と に 注 力 」 し 、

労 働 集 約 型 か ら 知 的 情 報 化 サ ー ビ ス に 業 務 を 変 革 す る と い う

目 標 を 掲 げ 、 ビ ジ ネ ス モ デ ル の 変 革 に 取 り 組 ん だ 。 そ の 一 環

と し て ま ず 、 首 都 圏 の Ｉ Ｔ 企 業 ・ 社 労 士 法 人 と と も に Ｉ Ｂ Ｍ

の Ａ Ｉ 「 ワ ト ソ ン 」 を 利 用 し て 労 務 相 談 向 け Ａ Ｉ を 共 同 開 発 、

平 成 3 0 年 1 月 に ベ ー タ 版 と し て C h at w or k （ ビ ジ ネ ス 版 チ ャ ッ

ト ツ ー ル ） に よ る 顧 客 へ の 労 務 相 談 サ ー ビ ス を 導 入 し た 。

「 Ａ Ｉ 秘 書 ド ア ー ズ 」 と 名 付 け た こ の サ ー ビ ス に よ り 、 イ ン

タ ー ネ ッ ト を 介 し て 2 4 時 間 体 制 で 相 談 を 受 け る こ と が 可 能 に

な り 、 過 去 に 受 け た 質 問 に は Ａ Ｉ が 一 次 対 応 で き る 体 制 を 整

え た 。 一 方 、 最 も 人 手 の か か る 定 型 業 務 で あ る 行 政 機 関 へ の

社 会 保 険 手 続 き 書 類 の 保 管 や 整 理 ・ 顧 客 へ の 報 告 の 一 部 に 、

Ｒ Ｐ Ａ を 導 入 し た 。 デ ー タ の 転 記 な ど を 繰 り 返 す コ ン ピ ュ ー

タ の 操 作 を シ ナ リ オ 化 し て 自 動 化 す る こ と で 、 人 間 の 操 作

な し に 自 動 的 に 書 類 の 保 管 や 整 理 ・ 顧 客 へ の 報 告 を 行 う 仕 組

み を 構 築 し た 。
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